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恵
曹
然
を
た
い
せ
つ
に
し
が
美
し
い

貼虫晶、》》》礎“Ｊｊｊ《“蜀串串串に啼貼伊晶こ浄窪審證を種くりまやよ歓溌：ゞ…註畠奉、、鴬や観一ご“鞍『巾』、晶出、、“出“、《“年》“恥観観、、、『｝》一、》》》“》鋤、““一』““》』『、準』一《鐸《母“山一串串“稗乱串》一＄《貼墨一貼串》貼ざ貼畢“ｎ串与嘩笠まりを守り、明窓》いまちを

つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
弘
礼
儀
を
正
し
く
し
、
う
る
お
い
の

向
あ
る
ま
ち
を
つ
く
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患
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や
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あ
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だ
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か
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僻

蝿
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ま
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ま

し

ょ

う

Ⅱ

絢
興
冒
典
が
参
鮒

一
月
三
十
日
㈹
文
化
会
館
で
「
第

十
二
回
交
通
安
全
市
民
の
つ
ど
い
」
と

〃
交
通
事
故
追
放
豆
ま
き
大
会
“

画編集・発行／高萩市役所市長公室査(0293)23-2111

校
庭
や
市
街
地
、
海
岸
線
を
、
男
子

は
三
○
○
ｍ
、
女
子
は
二
○
○
ｍ
全
力

疾
走
し
て
、
一
チ
ー
ム
、
一
六
九
人
が

次
々
に
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
男

「
第
十
回
交
通
事

故
追
放
豆
ま
き
大

会
」
が
、
約
八
百

人
の
参
加
で
開
か

れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
功
労

者
や
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
者

の
表
彰
の
あ
と
県

警
婦
人
警
察
官
に

よ
る
腹
話
術
の
ほ

か
、
豆
ま
き
な
ど

が
盛
大
に
行
わ
れ

事
故
追
放
と
交
通

安
全
を
願
い
ま
し

た
。 み

ん
な
の
趣
を
一
つ
に
ト

郷
ト
ン
リ
レ
ー
で
マ
ラ
ソ
ン

ー
‐
１
１
『
奮
界
薪
記
録
達
蟻

表
紙高

萩
中
学
校
立
志
式

《ポスターコンクール最優秀作品》
矛＝－

認

鐘
鈴
擬愚董 女

と
も
連
日
、
タ
イ
ム
を
決
め
て
練
習

に
励
み
、
こ
の
日
に
備
え
て
準
備
万
端

〃
バ
ト
ン
を
落
と
さ
な
い
だ
ろ
う
か
〃

空
こ
ろ
ん
だ
り
し
な
い
か
“
生
徒
た
ち

は
、
不
安
と
世
界
新
記
録
の
期
侍
に
胸

を
ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
、
二
発
の
花
火

を
合
図
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

二
月
九
日
㈹
高
萩
中
学
校
で
、
二

年
生
三
三
八
人
が
二
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

一
周
三
伽
の
コ
ー
ス
を
十
四
周
（
残
り

は
校
庭
）
し
て
、
四
十
二
・
一
九
五
町

Ｉ
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
世
界
記
録
、
カ
ル

ロ
ス
・
ロ
ペ
ス
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
の
持

つ
、
二
時
間
七
分
十
二
秒
に
挑
戦
し
ま

蕊

小学生6年の部神代学くん(松岡小）

小学生4年の部小島加奈さん(松岡小）

おｺﾉおぶないノ
し
た
ｃ沿

道
か
ら
は
、
応
援
に
か
け
つ
け
た

父
兄
な
ど
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
が
ん
ば

れ
、
も
う
少
し
よ
／
，
」
と
た
く
さ
ん
の

声
援
や
拍
手
が
わ
き
あ
が
る
な
か
、
生

徒
た
ち
は
、
ひ
た
す
ら
走
り
続
け
ま
し

た
。

バ
ト
ン
を
渡
し
て
、
道
に
座
り
こ
み
、

肩
で
息
を
し
て
い
る
人
、
走
り
終
え
た

満
足
感
か
ら
笑
み
の
こ
ぼ
れ
る
人
・
…
。
．

さ
ま
ざ
ま
な
表
情
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
、
ゴ
ー
ル
が
近
づ
き
、
仲

間
た
ち
が
待
ち
受
け
る
な
か
、
二
組
の

ア
ン
カ
ー
が
飛
び
込
み
ま
し
た
。

冬基
黙

舜賢

“

小学生5年の部鈴木仁子さん(松岡小） 中学生の部大部美穂子さん(秋山中）

一
時
間
五
七
分
三
八
秒
、
世
界
新
記
巴

録
達
成
の
瞬
間
に
、
く
す
玉
が
割
ら
れ

ゴ
ー
ル
附
近
は
歓
声
と
拍
手
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

も
う
一
組
も
、
五
秒
差
の
一
時
間
五

七
分
四
三
秒
で
、
と
も
に
新
記
録
達
成
、

生
徒
た
ち
や
先
生
、
父
兄
な
ど
、
み
ん

な
の
心
が
一
つ
に
な
っ
た
一
瞬
で
し
た
。

こ
の
あ
と
、
二
十
年
後
の
僕
と
私
に

あ
て
た
手
紙
を
入
れ
た
、
タ
ィ
ム
ヵ
プ
｜

セ
ル
を
校
庭
に
埋
め
て
、
思
い
出
深
い
茜

立
志
式
（
十
一
年
前
か
ら
数
え
十
五
歳
魂１

に
な
る
二
年
生
を
対
象
）
と
な
り
ま
し
・１５

た
。
１

二
月
二
十
六
日
③
卿
日
本
桜
の
会

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
山
桜
の
苗
木
、
一
五

当
り

○
本
が
〃
健
康
の
杜
づ
く
り
〃
ｌ
自
然

環
境
保
全
、
緑
化
推
進
事
業
の
一
環
と

し
て
、
高
萩
温
泉
病
院
や
特
別
養
護
老

し
よ
う
・
勺
い

人
ホ
ー
ム
松
籟
荘
周
辺
に
植
樹
さ
れ
ま

し
た
。

も
り

〃
健
康
の
杜
づ
く
り
〃
に

山
桜
一
五
○
本
を
植
樹

－テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 . 1152です－



県教育研究会長賞を受賞

高萩中学校生物クラブ

こ
の
ほ
ど
、
高
萩
中
学
校
生
物
ク

ラ
ブ
の
研
究
作
品
「
水
生
昆
虫
か
ら

見
た
関
根
川
、
花
貫
川
の
水
質
と
生

態
」
が
、
県
の
児
童
生
徒
科
学
研
究

作
品
展
で
、
教
育
研
究
会
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

生
物
ク
ラ
ブ
（
部
員
約
二
十
人
）

の
生
徒
た
ち
は
、
私
た
ち
の
住
ん
で

い
る
高
萩
市
の
二
つ
の
河
川
、
関
根

川
と
花
貫
川
、
と
く
に
、
関
根
川
に

サ
ケ
が
の
ぼ
る
こ
と
に
注
目
し
て
、

「
水
質
に
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か

？
」
と
素
朴
な
疑
問
を
も
ち
、
四
年

前
か
ら
調
査
を
は
じ
め
ま
し
た
。

こ
の
間
、
夏
休
み
な
ど
を
利
用
し

て
た
び
た
び
両
河
川
に
足
を
運
び
、

四
年
間
の
水
質
の
推
移
な
ど
を
調
べ

る
と
と
も
に
、
水
生
昆
虫
の
生
態
や

流
速
、
岩
石
の
大
き
さ
、
形
な
ど
に

つ
い
て
研
究
、
観
察
を
継
続
的
に
続

け
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で

す
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
水
生
昆
虫
や
そ

の
卵
な
ど
を
見
つ
け
て
い
る
の
で
、

写真左から鈴木拓雄・下山田英樹・

小川康之・大谷責紀・大部崇くん

÷

/こ
0

飼
育
や
生
態
観

察
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
み
た

い
Ｊ
と
受
賞
の

喜
び
を
こ
う
話

し
て
く
れ
ま
し

水生昆虫の採集結果
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トビゲラ

左図のような観察

装置を作り，活動の

ようすを観察しまし

た。

カゲロウ

水の流れ
↓

：
カワゲラ先季

認
疎

水の流れ

、

＜一
鯵害

水の流れに，ただ

流されるだけ

日本には300"●トビゲラ類は， 日本には300種

類以上いるといわれ，大きなも

のは約70mm程度，普通は10mm程

度のものが多い。

●体はイモムシ状で3対の足があ

り長い尾はない。

・網を張るものや，石の間に筒状

の巣を作るものがいる。

●持ち運びできるミノムシのよう

な巣を作る種類も多く ，石や砂

粒や木の葉などでさまざまな形

の巣を作る。

巣の形や材料は，種類を見分け

る目安となる。

水の流れ
↓ 流されながらも，

ヘリにより動いた

・体長は5～20mm, えらは葉状，

爪状の足は棒状のものが1本，

尾はたいてい3本

・体は偏平・流線型， その他とげ

が多くて， いかついたものなとﾞ

さまざまである。
せきれき

●平瀬やゆるやかな流れの石礫面

やくぼみ， よどみのごみや水草

砂の中などに生息する。

・日本産でも約100もの種類に分

けられる。

ノ、流れをななめに受

けながら前進

・体長は数mm～30mm,尾は2本で

尾の長さは，体長の約半分，胸

の下面や腹の末端に，ふさ状の

えらがあり足の爪は2本
れき

・渓流の石，礫の間や流れがゆる

やかで落葉などの堆積するとこ

ろを好んで生息する。

●日本産は，約150種類I
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都心と五臓溌協職舞勿豚離に
いよいよ高通道路時代が到来

三
月
二
十
四
日
㈱
に
全
線
開
通

蝋騨

鱗灘識総鍵蕊騨

常
磐
抱
動
車
道

い
よ
い
よ
、
三
月
二
十
四
日
附
の
午
後
三
時
か
ら
、

常
磐
自
動
車
道
の
日
立
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
～
い

わ
き
中
央
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
五
一
・
二
ｍ
が

開
通
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
常
磐
自
動
車
道
は
、
埼
玉
県
三
郷

市
～
福
島
県
い
わ
き
市
ま
で
の
総
延
長
一
七
五
．
五

加
の
全
線
が
開
通
、
一
日
の
通
行
車
両
は
約
一
万
台

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

開
通
日
の
当
日
に
は
、
こ
れ
に
先
だ
ち
午
前
十
一

時
か
ら
、
北
茨
城
市
の
中
郷
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
附

近
で
関
係
者
約
一
、
五
○
○
人
が
参
加
し
て
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
な
ど
の
開
通
式
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

常
磐
自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
よ
り
、
高
萩
市
は

都
心
と
一
時
間
三
十
分
の
距
離
で
結
ば
れ
、
と
く
に
、

高
萩
イ
、
ノ
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
手
綱
工
業
団
地
の
入
口

に
位
置
し
、
六
号
国
道
へ
約
四
ｍ
（
車
で
五
分
）
の

ア
ク
セ
ス
道
路
で
結
ば
れ
、
海
と
山
、
温
泉
な
ど
豊

か
な
自
然
を
も
つ
高
萩
市
に
と
っ
て
、
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
と
な
り
、
そ
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

半
ｑ
／
○ 鍵溌

鱸
毒

邦鐇

ヨー
■■■■



蕊
ま
た
、
高
萩
市
内
で
も
、
三
月
十
二

日
出
に
、
県
道
高
萩
塙
線
（
都
市
計
画

道
路
高
戸
～
上
手
綱
線
）
高
戸
大
橋
開

通
記
念
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
三
月
十
二
日
出
か
ら

ま
す
が
た

高
戸
里
道
踏
切
（
桝
形
踏
切
）
が
閉
鎖

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

三
月
十
一
一
日
出
に

高
戸
大
橋

開
通
記
念
式

開
通
を
前
に
実
施
さ
れ
た
、
こ
の
交

通
事
故
想
定
訓
練
に
は
、
警
察
や
消
防
、

日
本
道
路
公
団
な
ど
約
二
百
人
が
参
加
、

連
携
通
信
連
絡
や
交
通
規
制
、
負
傷
者

の
救
出
、
消
火
活
動
な
ど
に
、
実
際
の

現
場
を
想
定
し
て
熱
心
な
作
業
を
続
け

て
い
ま
し
た
。

開
通
を
前
に
多
重
追
突

事
故
の
処
理
訓
練

二
月
二
十
五
日
附
常
磐
自
動
車
道

関
本
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
附
近
の
上
・

下
線
を
使
っ
て
、
常
磐
自
動
車
道
消
防

協
議
会
主
催
の
多
重
追
突
事
故
の
処
理

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

蝿

蕊職
識

配 苧

錨Jfh湾

霞
群澤需

鰯

議一一釜篝毒》

閉鎖になる高戸里道踏切

》
職腱 』

加
、
き
れ
い
に
舗
装
さ
れ

た
道
路
の
上
を
運
動
靴
で
し
っ
か
り
と

踏
み
し
め
な
が
ら
、
美
し
い
景
色
を
眺

め
た
り
、
高
速
道
路
時
代
の
幕
明
け
を

肌
で
感
じ
、
最
初
で
最
後
の
歩
く
会
を

おるごうじ＆うば殉どう

~~て全韓關漣記念T－
るれ を少人

一
筋
の
川
の
よ
う
に
、

の
流
れ
が
少
し
ず
つ
、

し
ず
つ
高
速
道
路
の
上

移
動
し
て
い
き
ま
す
。

二
月
二
十
八
日
⑧

高
萩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
花
貫
川
橋

た
た
ら

を
経
由
し
て
多
々
良

ぱ場
川
橋
ま
で
の
往
復

約
七
ｍ
の
コ
ー
ス
で
、

常
磐
自
動
車
道
の
開

通
を
記
念
す
る
歩
く

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
家
族
連

な
ど
約
六
千
人
を
超
え

市
民
の
み
な
さ
ん
が
参

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
、
記
念
の
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
も
ら
っ
た
り
、
記
念
ス
タ
ン
プ

を
押
し
な
が
ら
、
元
気
に
歩
き
ま
し
た
。

途
中
、
甘
酒
の
接
待
を
受
け
た
り
、

、
、
、

市
民
吹
奏
楽
団
や
本
町
子
ど
も
お
は
や

し
、
安
良
川
お
は
や
し
保
存
会
に
よ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
、

思
い
出
に
残
る
〃
常
磐
自
動
車
道
開
通

記
念
〃
の
歩
く
会
に
な
り
ま
し
た
。
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し叶いのひろ綾
一
月
二
十
四
日
⑧
、
高
萩
市
子
ど
も

会
育
成
連
合
会
高
萩
支
部
主
催
の
「
第

十
二
回
な
わ
と
び
大
会
」
が
高
萩
小
学

校
の
体
育
館
で
二
十
四
チ
ー
ム
、
約
四

百
人
の
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

団
体
、
個
人
戦
に
日
ご
ろ
の
練
習
ぶ
り

を
発
揮
し
、
外
の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す

よ
う
な
元
気
な
声
が
響
き
ま
し
た
。

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し

な
わ
と
び
大
会

陛冒鰯鰕r墓脈舞繍りましたら係までお寄せください。

rあて先…市震濡動譲広報広聴係（金23-2'’' ，内線262） ノ

三
百
八
人
が
参
加

第
十
三
回
新
春
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
十
三
回
新
春
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、

一
月
三
十
一
日
⑧
開
か
れ
、
約
三
百
八
人
が

参
加
、
沿
道
の
声
援
を
う
け
な
が
ら
懸
命
に

走
り
ま
し
た
。

成
績
（
敬
称
略
）
③
小
林
延
行

鰯
器
キ
ロ
“
の
部
Ｊ
二
般
男
子
Ｂ
）

二
般
男
子
Ａ
）
①
長
岐
治
雄

①
小
野
正
人
②
山
川
一
次

②
渡
辺
敏
之
③
小
沼
博

：

、
、

）

…

学校周辺を清掃奉仕活動

秋山中学校

蓉

（
高
校
生
男
子
）
（
オ
ー
プ
ン
男
子
）

①
瀬
谷
勝
博
①
大
月
英
治

②
高
信
浩
二
②
加
瀬
悦
郎

③
西
沢
嘉
一
③
渡
辺
高
志

錘
蕊
澪
零
蕊
舜
舜
蕊
一
議
鐸
蕊
塞
溌
錘
率

二
般
男
女
Ａ
）
二
般
男
女
Ｂ
）

①
板
垣
正
義
①
苅
部
正
雄

②
沼
田
経
三
郎
②
関
口
武
史

③
丸
藤
幸
男
③
羽
田
哲
夫

（
一
般
女
子
）
（
中
学
生
男
子
）

①
山
川
恵
美
子
①
柴
田
伸
一

②
西
舘
裕
美
②
坂
本
晴
央

③
土
谷
純
子
③
佐
藤
忍

（
オ
ー
プ
ン
女
子
）

①
桑
名
京
子
②
川
隅
洋
子
③
永
山
明
美

鐡
無
録
稗
榊
榊
辨
郷
識
撚
蝉
辮
蝿
辨
辨
辨

（
小
学
生
）
（
親
子
）

①
山
崎
貴
志
①
江
幡
広
・
重
良

②
熊
坂
正
②
関
根
英
一
・
竜
馬

③
新
山
隆
行
③
吉
田
克
吉
・
一
樹

一
月
二
十
一
日
附
、
秋
山
中
学
校

で
は
、
全
校
生
徒
に
よ
る
清
掃
奉
仕

活
動
を
行
い
、
学
校
周
辺
の
地
域
や

道
路
、
お
手
ま
き
記
念
の
森
な
ど
を

学
年
ご
と
に
わ
か
れ
て
き
れ
い
に
し

ま
し
た
。

こ
の
奉
仕
作
業
は
、
生
徒
会
行
事

の
一
つ
と
し
て
、
毎
年
一
回
「
清
掃

奉
仕
活
動
を
通
し
て
、
地
域
を
愛
し

郷
土
愛
を
は
ぐ
く
む
」
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
て
、
今
年
で
三
回
目
に
な

り
ま
す
。

（
》

猫のアイデア料鯉

(gり回の串ｨ応扇言1gり回の串イル飼皀

＜材料＞4人分

.とり肉（ささみまたはむね肉）

・玉ねぎ･･…･…･……･…･…

・えのきだけ……｡．…･……

・レモン･……･･…･ ･…･…･ ･･

・ケチャップ。…･･……･……

・塩， こしょう．.……･……

2709

1個

1袋

1個

少々

少々

食生活改善推進員

佐藤マキさん(島名）

「わたしの家は， 7人家族ですが

小さな孫からおじいさんまで， み

んなが喜んで食べるんですよ。

さっぱりしていて， たんぱく質

を含むので，成人病予防にとても

良い料理だと思います。

とり肉を魚にかえたり，好みで

しょう油などをちょっとたらして

食べてもおいしいですね｡」

＜作り方＞

①とり肉は，軽く塩， こし

て一口ぐらいに切る。

②玉ねぎは， うす切り， え

③アルミホイルの上にとり

②玉ねぎは， うす切り， え

上うし

のきだけは石づきをとる｡､…鳶發鐸蕊:蔀蕊臨駕溌＝

③アルミホイルの上にとり肉，玉ねぎ， えのきだけ， レモンの輪切り， ケチ

ャップをのせて包む。

④厚手の鍋に③を入れ， コップ半分(100c.c.)の水を注いでふたをして約10分蒸（

し焼きにする。

言



高
校
生
海
外
セ
ミ
ナ
ー
「
世
界
ふ
れ

あ
い
の
翼
」
に
、
市
内
か
ら
は
じ
め
て

…

市内ではし’めて

高校生海外セミナー

｢世界ふれあいの翼｣に

参加して

ぽう

方桂子さん
（島名）

鐸
奎
目

ザ

松丘高校3年
ホテルでの歓迎パーティーにて

ボストンのホームステイの家庭で(写真中央）

松
丘
高
校
三
年
の
善
方
桂
子
さ
ん
が
参

加
し
、
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
五
日
㈱

か
ら
十
四
日
㈹
ま
で
の
十
日
間
、
県
内

の
高
校
生
二
十
名
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

「
世
界
ふ
れ
あ
い
の
翼
」
は
、
国
際
教

育
を
積
極
的
に
展
開
す
る
た
め
に
、
高

校
生
を
海
外
に
派
遣
し
交
流
・
親
善
及

び
教
育
文
化
施
設
の
視
察
を
通
し
て
、

広
い
視
野
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
て
今
年
で
三
回
目
、
「
海
外
は
、
は
じ

め
て
な
の
で
高
校
生
と
し
て
世
界
視
野

が
広
く
な
る
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。
」

と
話
す
善
方
さ
ん
は
、
三
人
兄
弟
の
長

女
で
五
人
家
族
、
絵
を
書
く
こ
と
や
読

書
が
好
き
で
生
徒
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
ほ
か
、
テ
ニ
ス
部
に
も
所
属
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

「
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
み

ん
な
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
反

面
、
海
外
な
の
で
心
配
も
し
て
い
ま
し
た
。

積
極
的
に
向
こ
う
の
人
た
ち
と
話
し

た
り
、
学
校
施
設
や
生
徒
会
活
動
も
見

学
し
た
い
。
」
と
期
待
を
胸
に
旅
立
っ
た

善
方
さ
ん
に
〃
ア
メ
リ
カ
の
旅
々
を
聞

い
て
み
ま
し
た
。

「
は
じ
め
に
学
校
を
訪
問
し
て
感
じ
た

こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
自
由
を
と

て
も
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
は
、
一
緒
に
授

業
を
う
け
ま
し
た
が
、
相
手
と
向
か
い

あ
っ
て
一
分
一
秒
も
む
だ
に
し
て
い
な

い
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
て
い
る

ｰ

教
育
と
い
う
の
が
、
勉
強
の
面
で
も
効

果
が
あ
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ボ
ス
ト
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を

感
じ
さ
せ
、
民
泊
家
庭
で
は
と
て
も
暖

か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
六
人
家
族

の
家
庭
で
皆
、
日
本
語
に
興
味
を
示
し
、

私
は
自
分
の
郷
土
を
英
語
で
話
し
ま
し

た
。
心
と
心
が
通
じ
合
っ
た
民
泊
生
活
、

英
語
が
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
逃
げ

な
い
で
世
界
観
を
広
げ
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
『
世
界
ふ
れ
あ
い
の
翼
』
に
参

加
し
て
、
ア
メ
リ
カ
人
は
と
て
も
明
る

く
だ
れ
に
で
も
気
軽
に
話
し
て
く
れ
て
、

高
校
生
は
、
イ
エ
ス
、
ノ
ー
を
は
っ
き

り
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
も
自
分
の
考
え

と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
も
っ
て
責
任

あ
る
行
動
が
と
れ
る
か
ら
だ
ろ
う
と
感

じ
ま
し
た
。

私
自
身
、
こ
の
旅
で
世
界
に
出
て
み

な
い
と
日
本
の
中
に
い
た
だ
け
で
は
わ

か
ら
な
い
多
く
の
こ
と
を
知
り
、
気
持

ち
の
面
が
大
き
く
な
っ
て
世
界
が
広
が

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

将
来
は
看
護
婦
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
勉
強
し
て
、
積
極
的

に
海
外
へ
出
て
言
葉
を
こ
え
た
人
間
同

士
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。
高
校
生
時
代
は
一
度
き
り
、

限
ら
れ
た
時
、
一
日
一
日
を
む
だ
に
し

な
い
で
今
を
大
事
に
過
ご
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
」
と
後
輩
へ
の
ひ
と
言
も

加
え
て
こ
う
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

第3回地区対抗駅伝大会

子ども会育成連合会東支部

二
月
十
七
日
㈱
老
人
い
こ
い
の
家

で
、
高
齢
者
大
学
蓬
莱
会
の
新
年
会
が
、

鈴
木
市
長
を
講
師
に
迎
え
て
開
か
れ
ま

し
た
。こ

の
日
は
、
約
百
人
が
参
加
、
常
磐

自
動
車
道
開
通
後
の
ま
ち
づ
く
り
や
、

市
政
の
動
き
、
第
三
次
友
好
訪
中
団
の

団
長
と
し
て
、
二
回
目
、
十
年
後
の
中

国
の
よ
う
す
な
ど
、
鈴
木
市
長
の
話
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ほ
』
フ
ら
い

高
齢
者
大
学
蓬
莱
会
が
新
年
会

口
大好評

お年寄りの手づくり作品展 ー‐

口
二
月
二
十
一
日
⑧
、
東
小
学
校
か
ら

有
明
町
、
高
浜
町
、
肥
前
町
の
町
内
を

通
る
コ
ー
ス
を
二
周
（
九
、
一
○
○
ｍ
）

す
る
高
萩
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
東

支
部
主
催
の
第
三
回
地
区
対
抗
駅
伝
大

会
が
開
か
れ
、
二
十
三
チ
ー
ム
が
十
区

間
に
わ
た
っ
て
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た

各
町
内
の
沿
道
か
ら
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
温
い
声
援
が
、
選
手
に
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

二
月
十
三
日
由
、
十
四
日
仰
の
両
日
、

イ
ト
ー
ョ
ー
カ
堂
で
、
県
と
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
共
催
の
第
九
回
お
年
寄
り

の
手
づ
く
り
即
売
会
が
開
か
れ
ま
し
た
、

県
北
地
区
七
市
町
村
（
高
萩
、
北
茨

城
、
日
立
、
常
陸
太
田
、
十
王
、
大
子
、

金
砂
郷
）
の
各
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど

か
ら
、
約
八
二
○
点
の
作
品
が
展
示
、

即
売
さ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
市
民
の
み

な
さ
ん
に
大
好
評
で
し
た
。

一…

フ
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“新春放談”

高速道路時代のまちづくり

群

驚
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熱心な指導でスキー教室

2月19日(金)から21日(日)までの2泊

3日， 山形県蔵王スキー場で，市民

スキー教室と勤労青少年ホームスキ

ー教室が開かれました。

それぞれ約30人が参加して，熱心

な指導のもとに和気あいあいのうち

にスキーを学びました。
, 雷 -,. Ⅱ． 蕊卸癖遥域箒ﾕ『脚韻軸薙発､鷺 隼 寒詳謡騨鯉轍，蛎暮…蕊f“盤甥認酎日鱒…

自分で考えた

防火標語を書き込み

手づくりのタコあげ大会
2月10日（水） 高萩專門店会で，講

師に鈴木市長と日本道路公団の北茨

城工事事務所，藤波所長を迎え，高

萩青年会議所のメンバー約50人との

新春放談が行われました。

常磐自動車道の開通を3月24日（木）

に控え，高速道路時代のまちづくり

について，若い青年会議所のメンバ

ーと一緒に“市の活性化のために何

が必要なのか？”など，熱心な新春

放談となりました。

2月27日(土） 高萩大心苑で，東小

学校の5年生，約150人が参加して，

2月29日(月)から3月13日旧)までの春

の火災予防運動に先がけ，防火標語

入りの手づくりのタコあげ大会を行

いました。

子どもたちは，竹ひごをけずった

り， 自分で考えた防火標語を書き込

んだ手づくりのタコをあげながら，

防火を呼びかけていました。
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⑧職員手当の状況 支 給 総 額

職員1人当たり支給年額

支 給 総 額

職員1人当たり支給年額

42，501千円

390千円

37， 159千円

338千円

61年度
萩 市 国区分

ロ

「同］

時間外勤務手当
(62年度支給割合）

期末手当

6月期 1 ．4月分

12月期 1 .9月分

3月期 0．5月分

計 3．8月分

(62年度支給割合）

期末手当

6月期 1 ．4月分

12月期 1 .9月分

3月期 0． 5月分

計 3．8月分

60年度
勤勉手当

0．5月分

0.6月分

1 ． 1月分

勤勉手当

0.5月分

0.6月分

1 ． 1月分

期末手当

勤勉手当

内区 分 国|の制度との異同谷

（支給率）

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

自己都合勧奨・定年

21.0月分28.875月分

33.75月分44.55月分

47．5月分62．7 月分

60．0月分62．7 月分

自己都合勧奨・定年

21‘0月分28.875月分

33.75月分44.55月分

47.5月分62．7 月分

60.0月分62.7 月分

（支給率）

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

配偶者

配偶者以外の扶養親族

その他の扶養親族

同扶養手当

（
）

持

借

家
家

住居手当 同

退職手当 交通期間利用者

自転車等の交通用具使用者
通勤手当 圓その他の加算措置

附加給付普通進附加給付普通退

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置

（2％～20%加算）

退職時特別昇給 1号棒

4

職手当の市
定年前早期退職特例措置

（2％～20%加算）

退職時特別昇給 1号給
⑨特別職の報酬等の状況（62年4月1日現在）

退職手当の支給率は，昭和62年4月1日現在のものです。

本市は，茨城県市町村総合事務組合(県内全市町村で構成)に加入して
いるので， 当該組合の退職手当条例の規定により退職手当が支給されま

ます。従って県内全市町村の支給率は同率です。

(注） 1
2 給料月額等区 分

市
助
収

円
円
円

長
役
役

０
０
０

０
０
０

０
０
０

■
７
凸

５
５
５

７
５
０

６
５
５

給料

入

円
円
円

議
副
議

長
長
員

０
０
０

０
０
０

０
０
０

９
７
９

０
０
０

４
１
９

３
３
２

報酬 議

区 分

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員1人当たり平均支給年額

手 当 の種類 （手当数）

％
円

８
７
３

種
昭
５
１

５
９

８

職
６

全

(62年度支給割合）

6月期

12月期

3月期

計

特殊勤務

手 当

(61年度）

市
助
収

月分

月分

月分

月分

長
役
役

０
１
０
２

９
４
５
８

期
末
手
当

入市税事務，社会福祉業務，

国民年金業務,交通安全指導業務
支給額の多い手当

代表的な手当の

名 称 (62年度支給割合）

6月期

12月期

3月期
二0

同T

多くの職員に支給

されている手当 議
副
議

長
長
員

月分

月分

月分

月分

ｌ
ｌ
Ｏ
３

４
９
５
８

議

『■■】
ー」



質
問
お
年
寄
り
が
、
畳
の
ヘ
リ
に
つ
ま
づ
き
こ

ろ
ん
だ
だ
け
で
骨
折
し
た
と
聞
き
ま
す
が
。

●
●
●
●
●

答
骨
を
作
っ
て
い
る
カ
ル
シ
ウ
ム
が
、
年
と

と
も
に
体
の
外
へ
出
て
い
き
や
す
く
な
り
ま

す
。
そ
う
す
る
と
骨
が
も
ろ
く
な
り
、
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
で
骨
折
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
閉
経
後
の
ホ
ル
モ
ン
の
関
係
で
、
と
く

に
女
性
に
多
い
で
す
ね
。
骨
折
が
も
と
で
ね

た
き
り
に
な
る
か
た
も
い
ま
す
よ
。

質
問
そ
れ
は
た
い
へ
ん
で
す
ね
。
カ
ル
シ
ウ
ム

を
多
く
と
れ
ば
い
い
の
で
す
か
？

●
●
●
●
●

答
そ
う
で
す
。
た
と
え
ば
小
魚
、
海
草
類
、

●
■
ｅ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

牛
乳
、
乳
製
品
、
小
松
菜
、
ほ
う
れ
ん
草
な

ど
で
す
が
、
現
在
の
食
生
活
で
は
と
り
に
く

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
心
が
け
て
食
べ
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

質
問
ほ
か
に
ど
ん
な
こ
と
に
注
意
し
た
ら
い
い

で
す
か
？

答
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
良
く
す
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
を
含
む
食
品
（
し
い
た
け
、
レ
バ
ー
、

吉
魚
な
ど
）
を
と
り
、
屋
外
に
出
て
適
度
に

日
光
に
当
た
る
こ
と
、
ま
た
適
度
な
運
動
も

〈
お
元
気
で
す
か
保
健
婦
で
す
〉

お年寄り②筒砺

初
期
の
が
ん
は
、
自
覚
症
状
が
少
な
い
た
め
、
知

ら
な
い
間
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

し
か
し
子
宮
が
ん
は
早
期
に
発
見
し
て
治
療
す
れ

ば
治
り
や
す
い
が
ん
で
す
。
三
十
歳
を
過
ぎ
た
ら

年
一
回
は
検
診
を
受
け
安
心
を
得
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
受
診
す
る
際
は
受
診
券
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
衛
生
課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

対
象
者
三
十
歳
以
上
の
市
内
居
住
の
女
性

受
付
期
間
常
時

自
己
負
担
金
八
百
円

受
け
ら
れ
る
病
・
医
院

市
内
は
内
田
病
院
、
諸
原
産
婦
人
科

医
院

※
問
い
合
わ
せ
は
、
衛
生
課
へ

念
二
三
’
一
二
一
一

内
線
三
六
三
、
三
六
四

年
一
回
は

「
子
宮
が
ん
検
診
」

を
受
け
ま
し
ょ
う

毎
日
す
る
よ
う
心
が
け
る
こ
と
で
す
ね
。
寒

さ
が
続
き
ま
す
が
、
散
歩
を
し
た
り
、
若
い
う

ち
か
ら
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
る
な

ど
、
毎
日
の
生
活
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

雫、

１
１

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（62年4月1日現在）職員給与等の状況

経験年数20年

308，400円

279，900円

該当者なし

経験年数10年

222，900円

195，500円

該当者なし

経験年数15年

280，500円

241,300円

216,000円

区 分

-職了鯛艤
技能労務職 高校卒

一般行政職

①人件費の状況（普通会計決算）

住民基本台帳

人口 （年度末）

人件費率
（B／A）

歳出額

（A）

実質収支 （件費

（B）

(参考)60年度

の人件費率
注） 経験年数とは，卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は，採用

後の年数をいいます。

区 分

千円

295,805

％

23．9

62．3 ．31 人

35,088

千円

7,389,794

千円

1.766,583

％

23．8
61年度

a一般行政職の級別職員数の状況（62年4月1日現在）(注） 人件費には，特別職に支給される給料，報酬等を含みます。

::| ::| ::|"|"| '"|計区｜ 国 1級’ 2級’ 3級’ 4級’ 5級
分|高萩市 1級’ 2級’ 3級’ 4級’ 5級

ー

②職員給与費の状況（普通会計予算）
課 長

副参事
課長補佐

主事補

技手

部長

参事

標準的な

職務内容

主事

技師

係長

羊任

長
事
課
諺

言士南金
坐 ri 係長給 与 費

給料 ｜職員手当 期末･勤勉手当｜ 計 （B）
職員数

（A）

1人当たり給

与費（B/A）

－ﾛ ﾛｰﾛ ■一一一

区分

人

43

人

14

人
９

人
１１

ノ1

58

入
り
』３

ハ
師
％
㈹
％
叩
％
伽

１
１
１
１

ﾉ､

19
千円

879，115

千円

104.903

千円

367，376

千円

1,351,394

千円

4．597

職員数人

294
62年度 11

％

29.4 2,% 7%
％
６５

％

5．6

％

16．2

％

9．7

％

4．6
職員手当には退職手当を含みません。

給与費は， 当初予算に計上した額です。

(症） 1

2
構成比

1年前の

構成比

％

19．5

％
句F

J．、

％

27．0

％
５戸

、

％

5．5

％

7．0

％

9．5
聿
参
幸
汚

22．5

③職員の平均給料月額，平均給与月額及び平均年齢の状況
（62年4月1日現在）

5等級）
％

8．2

(4等級）
％

24．2

(3等級
％

30．0

2弾級）
％

27．8

(l等級）
姥

4－6

6等級
％

5．2

ｈ
’

Ｈ5年前の

構成比
一般行政職 技能労務職

平均給料月額｜平均給与月額|平均年齢｜平均給料月額｜平均給与月額|平均年齢
区分

高萩市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

標準的な職務内容とは， それぞれの級に該当する代表的な職名です。
(注) 1

2歳

41．10

歳

40．1

円

210－471

円

266,776

円

297，593

円

196,803
高萩市

／／
歳

47．5

円

236,872

歳

39．6

円

215-689
⑦昇給期間短縮の状況国

般行政職

236人

区 分

職 員

普通昇給期間（12月

昇給した職員数

数

州

（A）

を短縮して‐
（B）

④職員の初任給の状況（62年4月1日現在）
19人61年度

秋 市
一ﾄト

園童
1回」

％
人

１
４

８
３２

奉
土
料
郊

比

一

職

区 分 採用2年経過日

給料額

採用2年経過日

給料額

１Ａ
Ａ

ノＢ

決定初任給 初任給
貝

焉墓祭
一般行政職

大学卒

高校卒

高校卒

152,200円

123,600円

113,400円

115,900円

97,800円

95,600円

128,100円

104,100円

101,800円

123,600円

107,700円

105,200円

普通昇給期間（12月～24月） を短縮して

昇給した職員数 （B）
13人60年度

5．6％率 （B)/(A）比

曰



｜
常
陸
五
山
に
関
す
る
猿
の
話
は
、
鎌
言
お
う
と
し
て
い
る

“一““

｜
倉
時
代
の
物
語
に
み
え
る
の
で
あ
る
。
の
か
、
口
を
動
か
し
Ｆ
軸
呵
税
恥
弘
稚
繩
蒋
寒
箆
（

た
ち
ば
な
の
圧
り
す
え

一
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
に
橘
成
季
に
た
け
れ
ど
も
聞
き
と

函
《
〆
溌
溌
秘
届
ん
必
壊
忽
謝
か
昇
毎
い
き
参
＃
り
侭
へ
わ
一

一
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
い
う
「
古
今
著
聞
る
こ
と
は
で
き
な
か
幸
一部一

三
弓
？
封
一

に
よ
ぼ
う

一
集
」
巻
二
十
に
、
「
常
陸
国
の
猿
如
法
っ
た
。
や
が
て
そ
の

一
棒
に
雌
斯
の
事
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
夜
か
ら
猿
は
行
方
不

一
な
話
が
み
え
る
。
明
に
な
っ
て
し
ま
つ

一
ち
か
ご
ろ
、
常
陸
国
た
か
の
郡
に
一
た
。
朝
に
な
っ
て
探

応
隣
勝
州
憾
恢
慨
隅
侭
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

※
詳
し
く
は
、
庶
務
課
内
、
高
萩
市
選
の
遺
族
に
対
し
て
、
弔
慰
の
意
を
表
す

四
月
二
十
日
㈱
は
挙
管
理
委
員
会
へ
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

念
二
三
’
二
一
二
内
線
三
一
二
な
お
、
昭
和
六
十
年
六
月
十
四
日
以

農
業
委
員
会

降
、
す
で
に
請
求
さ
れ
た
か
た
及
び
同

一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

四
月
二
十
九
日
勘
に
、
任
期
満
了
と
鋤
認
竪
問
価
溜
四
幅
辮
幽
剛
添
回
画
縄
澱
四
郎
稚
鋤
罐
砿
詮
誕
匠
瑞
評
軒
蝸
礒
塞
岬

な
る
高
萩
市
農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
く
れ
ぐ

特
別
弔
慰
金
の

選
挙
は
、
四
月
十
三
日
附
に
告
示
さ
れ
、
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

請
求
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
請
求
の
期
限

四
月
二
十
日
㈱
投
票
日
と
決
ま
り
ま
し

た
。
戦
没
者
の
遺
族
の
か
た
に
、
特
別
弔
請
求
の
期
限
は
、
昭
和
六
十
三
年
六

○
選
挙
に
よ
る
委
員
の
数
十
六
人
慰
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
月
十
三
日
側
ま
で
で
す
。
期
限
ま
で
に

○
立
候
補
予
定
者
説
明
会
す
か
。
請
求
し
な
い
と
受
給
で
き
な
く
な
り
ま

四
月
五
日
㈹
午
後
一
時
か
ら
、
市
役
支
給
の
目
的
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

所
三
階
会
議
室
で
行
い
ま
す
。
特
別
弔
慰
金
は
、
戦
後
四
十
周
年
に
※
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
社
会
係
へ

○
持
参
す
る
も
の
印
鑑
あ
た
っ
て
、
国
が
あ
ら
た
め
て
戦
没
者
念
二
三
’
一
二
二
内
線
三
五
六

穂
浄
溶
側
慕
永
〃
（

静
穂
識
語
尖

窓
秘
ｆ
心
蝉
媛
患
刀
身
ｆ
土
’
，
う
瞬
く

錨
が
い
；
て
久
輔
枠
７
７
心
戸
叫
孤
ハ
号
は
↑
’
し
－
４
《
》
Ｙ
ｊ
Ｋ

浄
碓
獅
罰
燭
金
力
か
孔
一
入
男
１
７
″
り
葦
牙

γ

」

Ｐ

ｆ

ｊ

八
年
々
ｆ
鯏
侭
１
も
非
１
腺
ル
峨
豐
〃
皇
喜
打
診
魁

侭
臨
嵐
方
八
”
寓
盤
稗
垂
穴
迩
迎
琵
蝿

撚
謬
懲
鐙
謡
徹
垂
蕊
導
人
取
毒
蓮
式
書
睾

雛
凝
寒
溌
勘
紅
ゞ
簿
蕊
荘
磁
貴
子
謬
壺
晶
鉦

一
群
燃
寵
恥
〃
川
が
芥
パ
浄
矧
〃
れ
段
避
泳
イ
パ

鴬
鞭
隷
馨
ハ
等
に
入
墾
八
沖
茜
塞
蝿
趣
味
甑
２
タ
ペ

司
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ

の
方
法
で
法
華
経
を
苦
き
写
そ
う
と
し
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

｜
と
：
曾

話

一
て
、
楮
を
こ
ま
か
に
く
だ
き
紙
を
す
き
実
は
こ
の
猿
は
、
ほ
か
の
郡
に
行
っ
一

一
錦
俗
鍔
側
諄
は
人
間
で
あ
っ
た
な
ら
、
こ
れ
ば
ど
ぬ
の
馬
を
飼
っ
て
い
た
馬
屋
に
行
き
、
そ
一

な
が
ら
、
こ
の
猿
に
向
か
っ
て
「
お
前
て
い
た
の
で
あ
る
。
あ
る
人
の
白
栗
毛
一

一
緬
民
軸
ｉ
、
田
私
の
大
願
に
手
助
け
を
し
た
で
あ
ろ
う
の
馬
を
盗
ん
だ
の
で
あ
る
。
ど
こ
で
手
一

に
、
畜
生
の
身
で
く
や
し
い
と
は
思
わ
に
入
れ
た
の
か
下
賤
の
者
の
着
る
「
手
一

志
な
い
か
凶
と
い
っ
た
。
な
し
」
と
い
う
も
の
を
身
に
つ
け
て
い
一

一
高
三

猿
は
上
人
の
言
葉
を
聞
い
て
な
に
か
た
。

ー

県
民
交
通
災
害
共
済
に

家
族
そ
ろ
っ
て

加
入
し
ま
し
ょ
う

※
昭
和
六
十
三
年
度
加
入
受
付
中

会
費
一
年
間
大
人
九
○
○
円

中
学
生
以
下
五
○
○
円

共
済
期
間
毎
年
四
月
一
日
～
翌
年
三
月
三
十
一
日

万
一
の
時
、
お
支
払
い
見
舞
金
は

死
亡
百
万
円

最
高
傷
害
三
十
万
円

身
障
見
舞
金
五
十
万
円

国
民
年
金
の
支
給
は
、
加
入
者
の
み

な
さ
ん
が
納
め
た
保
険
料
や
国
庫
負
担

ま
か
な

金
等
で
、
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
均
寿
命
が
伸
び
、
受
給
者
が
増
加

す
る
な
か
で
、
年
金
制
度
の
安
定
、
物

価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
支
給
額
の
引
き
上

げ
に
対
し
て
、
保
険
料
も
段
階
的
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

加
入
者
の
み
な
さ
ん
が
、
将
来
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

保
険
料
の
引
き
上
げ
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
○○

新
し
い
保
険
料
月
額
七
、
七
○
○
円

保
険
料
の
納
付
は
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
へ

冠
二
三
’
二
二
一
内
線
二
三
二

四
月
か
ら

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
月
額
七
、
七
○
○
円
に

一

Lー

受講生を募集します
勤労吉少年ホームでは， 4月からの各種教室の受講

生を募集していますので， ご利用ください。

●利用できるかた

市内に居住， または，勤務先をもつ25歳未満の働く

青少年

●教室の申し込み

4月9日(土)までに，直接勤労青少年ホームへお申し

込みください。

念23－7177

☆募集する教室

10

教室名

茶 道

着 付

聿 道巳

いけ花

料 理

曜日

火

水

木

〈
垂

木・金

募集人員

20人

20人

20人

20人

各15人

期 間

4月から9月まで

時間はいずれも，

午後6時30分から

午後8時30分まで



日
曜
・
祝
祭
日
の

診
療
に
つ
い
て

日
曜
日
の
診
療
に
つ
い
て
は
、
医
師

会
の
協
力
の
も
と
に
、
日
曜
当
番
医
を

輪
番
制
で
設
け
、
当
番
医
で
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
診
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

祝
祭
日
の
診
療
に
つ
い
て
は
、
初
期

救
急
医
療
体
制
と
し
て
、

○
救
急
医
療
告
示
病
院
に

高
萩
協
同
病
院

○
協
力
診
療
所
に

滝
川
医
院

国民健康保険証が新しくなります

現在使用されている国民健康保険の被保険者証は，昭和63

年3月31日で有効期限が切れます。

新しい保険証の更新手続きを別表の日程で行いますので，

保険証と印鑑を持って手続きをしてください。

なお，指定された日に手続きができないときは， 日程期間

中に必ず手続きをしてください。

※詳しくは，保険年金課へ冠23 2111 内線234

○
協
力
病
院
に博

順
会
高
萩
病
院

内
田
病
院
、
石
病
院

が
県
か
ら
指
定
を
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
対

応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
二
次
救
急
医
療
体
制
と
し

て
、
救
急
医
療
第
二
次
病
院
は
、
昭
和

六
十
一
年
三
月
に
高
萩
協
同
病
院
が
指

定
を
受
け
、
い
つ
で
も
診
療
が
受
け
ら

れ
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

四
月
か
ら

健
康
相
談
が
一
部
変
更
に

日
ご
ろ
か
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

(別表）

~ｰ．

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
市
民
セ
ン

タ
ー
で
の
健
康
相
談
が
、
四
月
か
ら
一

部
変
更
に
な
り
ま
す
。

（
変
更
前
）
毎
週
土
曜
日

午
前
九
時
か
ら
十
一
時

↑

（
変
更
後
）
毎
週
月
曜
日

午
後
一
時
か
ら
三
時

内
容
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
健

康
や
食
事
に
関
す
る
相
談
、

育
児
相
談
な
ど
。
相
談
は
無

料
で
す
。
健
康
手
帳
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
※
詳
し
く
は

ａ
二
三
’
二
二
一
内
線
三
六
四

い
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
高
萩
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

壷
二
三
’
一
二
二
内
線
三
六
四

と
き
三
月
二
十
五
日
㈱
か
ら
二
十
六

日
出
ま
で
の
一
泊
二
日
（
午
前

五
時
出
発
、
午
後
八
時
帰
着
）

と
こ
ろ
山
形
県
天
元
台
ス
キ
ー
場

対
象
者
小
学
五
・
六
年
生
、
中
学
生

蟇
集
三
十
五
人
（
先
着
順
）

参
加
料
一
万
円

申
し
込
み
期
間

三
月
七
日
㈲
か
ら
三
月
十
七
日
附

※
詳
し
く
は
、
市
民
体
育
館
へ

壷
二
三
’
二
五
五
二

ねたきりのお年寄りなどに

、無料で入浴ｻｰピｽ／
ー=

高
萩
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
家
庭
で
入
浴
さ

せ
る
こ
と
の
難
し
い
ね
た

き
り
の
お
年
寄
り
な
ど
の

た
め
に
「
入
浴
サ
ー
ビ
ス
」

を
愛
正
園
に
委
託
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

愛
正
園
の
バ
ス
で
、
自

宅
か
ら
送
迎
し
て
特
殊
浴

そ
う
で
入
浴
す
る
も
の
で

送
迎
に
は
家
族
の
付
き
添

笹 芋
スキー教室

加者を募集

文
化
会
館
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
度

の
事
業
に
つ
い
て
、
現
在
検
討
作
業
を

続
け
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
、
ご
意
見
、

ご
希
望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な

事
で
も
け
っ
こ
う
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

合
二
三
七
四
二
文
化
会
館

歌
と
踊
り
を
通
し
て
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
、
人
と
人
の
和
を
深
め
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

と
き
四
月
十
日
⑧

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

と
こ
ろ
高
萩
市
文
化
会
館

主
催
高
萩
市
舞
踊
交
流
会

第
一
部
あ
な
た
が
選
ぶ
カ
ラ
オ
ケ
大
賞

第
二
部
日
本
舞
踊
発
表
会

参
加
料
歌
…
三
千
円
、
踊
…
四
千
円

出
演
ご
希
望
の
か
た
は
、
参
加
料
を
添

え
て
三
月
二
十
日
㈹
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
（
先
着
五
十
組
で
そ
れ
ぞ

れ
締
め
切
り
ま
す
。
）

申
込
先
益
子
賢
次

（
大
和
町
二
’
五
五
）

念
二
二
’
二
四
三
四

第
二
回
チ
ャ
リ
テ
ィ

さ
く
ら
ま
つ
り
芸
能
発
表
会

11

日 時

3月23日(水）

3月24日(オ

3月25日(金

3月28日(月）

3月29日(火）

3月30日(水）

9：30～

10:00

10:20～

10:50

11：20～

12:00

13:00～

13:20

13:50～

14:20

14:30～

14:40

15:20～

15:40

8：30～

17:00

場 所

横川老人クラブ集会所

下君田にこにこクラブ集

会所

上君田生活改善センター

若栗公民館

大能生活改善センター

鈴木義康氏宅

中戸川公民館

市役所1階保険年金課

該当地区

横川，大金田，持山，小
山

下君田，柳沢

上君田全域，大荷田

若栗全域

大能全域

文添全域

中戸川，米平，烏曽根，
田代
古
向戸，赤浜，上手綱，下
手綱

高浜町，有明町，肥前町
東本Ⅲ］

大和町，春日町，本町

安良川，高萩，石滝

島名，秋山，福平



’
⑦日曜当番医弓

時間は，いずれも午前9時から午後4時までです。

○
い
わ
き
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

高
萩
地
区
販
売
店

一
万
九
百
五
十
円
社
会
福
祉
へ

つ
と
Ｕ

○
作
間
謹
さ
ん
東
本
町

五
千
円
社
会
福
祉
へ

○
鈴
木
正
光
さ
ん
高
萩

五
万
円
香
典
返
し
の
一
部

冒
眉
あ
り
が
と
う

高戸大橋
やまなみ

白い曲線が，阿武隈の山脈に置かれた

それは，真新しい風景
いとなみ さ あこがれ

いまの生活の中で， 明日への交叉した憧|景が

静かに吸いこまれていく。

高萩美術協会員棚谷寿夫

、
》

｜
あ
な
た
も
留
学
生
を

昼
食
、
夕
食
、
五
日
の
朝
食
、
｜

昼
食
の
計
四
回
で
す
。
｜

｜
泊
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
申
し
込
み
先
希
望
す
る
家
庭
は
、
三
一

一
第
十
四
回
高
萩
国
際
交
流
の
集
い

月
二
十
四
日
附
ま
で
に
、
教
一

青
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で
一

民
泊
家
庭
募
集

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
｜

｜
と
き
五
月
一
二
日
㈹
、
四
日
伽
、
五
念
二
三
’
二
一
二
一

日
附
（
四
日
が
民
泊
）
高
萩
国
際
交
流
の
集
い
実
行
委
員
会
一

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

－■■■■■■■■■■■

○
下
山
田
広
美
さ
ん
高
戸

一
万
三
千
八
百
三
十
一
円社

会
福
祉
へ

○
大
部
六
合
彦
さ
ん
秋
山

二
十
万
円
香
典
の
一
部

○
大
部
浩
志
さ
ん
中
戸
川

百
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

五
万
円
身
体
障
害
者
福
祉
へ

圏
寄
贈
・
図
書
館
へ

新
本
寄
贈

○
高
萩
短
歌
会

○
小
宅
幸
一
さ
ん
い
わ
き
市

○
松
沢
義
夫
さ
ん
島
名

古
書
寄
贈

○
土
岐
久
さ
ん
島
名
Ｋ
Ｄ
Ｄ
主
催

○
大
内
育
夫
さ
ん
安
良
川

映
画
会
の
お
し
ら
せ

○
中
田
美
知
子
さ
ん
十
王
町

と
き
四
月
二
日
出

茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

午
後
六
時
三
十
分
～

か
ら
の
お
し
ら
せ
と
こ
ろ
文
化
会
館

飼
え
な
く
な
っ
た
犬
、
ね
こ
の
定
時
上
映
映
画
「
衛
星
通
信
」
Ｐ
Ｒ
映
画

定
点
（
定
め
ら
れ
た
日
時
に
引
き
取
り
）
「
マ
ル
サ
の
女
２
」

の
日
時
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
入
場
料
無
料

昭
和
六
十
三
年
四
月
か
ら
、
毎
週
水
そ
の
他
入
場
に
際
し
て
は
、
整
理

曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
一
時
五
分
の
間
券
が
必
要
で
す
。
整
理
券
は
、

に
変
更
、
場
所
は
今
ま
で
ど
お
り
、
市
三
月
二
十
日
㈹
か
ら
先
着
五

役
所
入
口
の
ポ
ス
ト
前
で
す
。
○
○
名
の
か
た
に
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ

※
詳
し
く
は
、
衛
生
課
へ
茨
城
衛
星
通
信
所
警
備
室
で

念
二
三
’
二
二
一
内
線
三
六
三
配
布
し
ま
す
。
配
布
時
間
は
、

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま

別
…

参
加
者
在
京
大
学
に
在
学
の

蝿
識
江
里
蕊
毒
驚
豊
農

な
ど
）
各
国
の
人
た
ち
で
、

日
常
会
話
が
で
き
る
学
生
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

民
泊
内
容
宿
泊
料
は
無
料
で
お
願
い

し
ま
す
。
食
事
は
ふ
だ
ん
の

家
庭
料
理
で
け
つ
こ
う
で
す
。

用
意
す
る
食
事
は
、
四
日
の

昼
食
、
夕
食
、
五
日
の
朝
食
、

昼
食
の
計
四
回
で
す
。

（
》

■■■■■■■－，■■■■■■－一q■■■■■■ 1■■■■■■

匪
陸
驍
陸
溌
蕊
溌
灘
礎
蜂
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澱
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篭
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灘
嫁
識
溌
難
蕊
識
灘
鍛
蕊
蕊
蕊
蕊
識
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吋

撒没繊郷聡峨瀞溌年

3月の納税一 ～人口と世帯～

蕊
蕊
謬
蕊
識
寵
愛
鐵
麺
詞
劉
調
劉

前月比

人口 34,899(＋3）

国民年金 (3月分） 男 17,183( 10)

女 17,716(+13)

世帯10,546(+8)

納期限3月31日
(昭和63年2月1日現在） ’

■
藍蕊幕箪琴誠'‘ ‘《患： ､鍾蕊羅瀧篭繊

鐸

－テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 .1152です 1巳

4月3日

4月10日

4月17日

4月24日

滝川医院

白土医院

十王医院

諸原医院

立花医院

一
Ｊ
丁

田
日

日
本

春
東

十王町

高戸

東本町' 22-3512

23－3100

22-2697

32-3266

23－3113


